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１ 学校評価委員会の実施内容 

  新型コロナウイルス感染防止のため、書面により実施しました。 

２ 参加者 

○○○○さん（大岡山東住区）、○○○○さん（同西住区）、○○○○さん（トキワ松学園教頭） 

○○○○さん（平町児童館長）、○○○○さん（元ＰＴＡ役員） 

３ 評価の結果等 

評価項目 四者による学校評価アンケ

ートの結果分析 

◎（成果）、●（課題）、

⦿（成果と課題の両者を含む）  

次年度の教育活動の改善点  学校評価委員会での意見  

 

 

 

学校全体について 

・学校の雰囲気、学習環

境、教職員の態度などに

ついて 

 

(上記３項目の平均値) 

保護者 89.4％ 

生 徒 94.9％ 

地 域 70.9％ 

教 員 93.1％ 

◎学校全体への肯定的評

価はここ数年高い数値を

維持できており、特に生徒

においては 94.9％が充実

した生活を送っていると

答えている。 

●地域の方からの評価が

70.9％と他から比べて低

いが、「わからない」とい

う回答が 30％と多くを占

めた。 

・次年度、どのような状況で

も、子どもたちの歩みを止

めないよう工夫して教育活

動にあたりたい。 

・地域へは今年度、行事や学

校公開等をできる範囲で実

施する。 

・次年度の教育活動につい

ては、できる範囲で様々な

行事や学習活動に取り組ん

でいきたい。 

・昨年度と比較し、肯定的

な評価が下がった項目も

あるが、全体的には安定し

ているように思う。 

・数値が下がったものの、 

「学校生活は充実してい

るか」「より良い人間関係

が築けているか」は高い評

価を維持している。学校生

活の充実ぶりがうかがえ、

素晴らしい。 

Ⅰ 教育目標について 

・教育目標、時程、教育内

容全体について 

 

保護者 84.9％ 

生 徒 91.6％ 

地 域 88.0％ 

教 員 97.4％ 

 

◎教育目標や指導の重点

は、保護者会などで説明し

てきており、地域や保護者

にも浸透している結果と

考える。 

⦿教育活動を公開できな

かったことで、地域や保護

者からはポイントが下が

ったが、生徒は「考えて行

う」場面に多く接していた

ため、意識して学校生活を

過ごしていたと考える。 

・コロナ禍における学校生

活の過ごし方を説諭するた

めに、放送による全校朝礼

や学年だより等で教育目標

を基に考えさせる場面が多

かった。来年度も教育目標

の徹底を図っていく。 

・引き続き重点目標を「考え

て行う」とし、生徒、保護者、

地域に周知し、あらゆる場

面で徹底して指導してい

く。 

・重点項目「考えて行う」

が定着しつつあるように

感じる。コロナ感染が拡大

する中、新しい生活様式が

求められており、「考えて

行う」ことは大切である。 

・目標に向かって今、何を

すべきかと考えることは

一生涯必要なことである。 

教育目標を意識すること

でたくさん学ばせてほし

い。 

Ⅱ 心の教育について 

・道徳科（道徳）の授業の

充実や児童・生徒の道徳

◎9 割の生徒が、道徳の授

業を通して、自分ならどう

行動すべきかを考え、相手

・コロナ禍の中、オンライン

でのパラアスリートの講演

会や、発達段階に応じた対

・ほぼ全員の生徒が思い

やりの心をもって、いじめ

をしないように生活して



的実践力の向上に向け

た取組について 

保護者 85.7％ 

生 徒 99.2％ 

 

と意見を共有することで、

より良い生き方について

考えている。他者への思い

やりをもち、いじめをしな

いように心掛けている。 

⦿コロナ禍において、密を

避けるための距離間を保

つ必要があったが、生徒が

真摯に自分の考えや意見

を交わすことができた。 

面での「いのちの授業」を行

うことができた。生徒は目

標に向かって努力を継続す

ることの大切さや自分の存

在の大切さを学ぶことがで

きた。来年度はオリンピッ

ク・パラリンピック教育と

も関連させ、さらに人権尊

重の精神や障害者理解につ

いての学習を深めていく。 

いる様子が数値からうか

がえる。 

・道徳の授業を楽しみに

している様子もうかがえ

る。「自分の考えをもつ、

伝える、理解し受け入れ

る」様子が生徒からうかが

える。オンラインによる講

演会など、積極的に行える

と良い。 

Ⅲ 学習指導等について 

・学力の定着・向上に向け

た授業の改善・充実、少

人数指導、主体的に学習

に取り組む態度等の取

組について 

・職場体験等体験活動、自

然宿泊体験教室、キャリ

ア教育等の充実につい

て 

 

保護者 67.0％ 

生 徒 93.3％ 

教 員 94.9％ 

 

 

◎授業の工夫や分かり易

さを評価し、理解ができて

いる生徒がどちらも 9 割

を超え、昨年度と比べて

も、6.8%も増加している。 

⦿コロナ禍の影響で、実施で

きなかった職場体験は、高等

専修学校等による出張授業

とし、貴重な体験ができた。 

●宿泊行事は修学旅行以外

無くなり、キャリア学習につ

いては、各学年内容をしぼっ

て行った。 

●生徒の学力の定着への保

護者の肯定的評価が昨年度

より 6.6%減っている。 

・臨時休業期間には各教科

からの課題に加えて、e ラ

ーニングを活用して家庭学

習の定着を図ることができ

た。利用者数を増やすこと

が課題である。 

・来年度は、生徒個人への情

報端末も貸与されているの

で、各授業における ITC 教

育を充実させながら、危機

管理として、いざという時

に、オンライン授業等の対

応が実施できるように、教

員が知識や活用術を身に付

ける研修を随時行ってい

く。 

・情報端末の活用を強く

期待する。情報端末を活用

することで、学習方法も変

わり、学習も深まる。 

・情報モラルについても

家庭との連携を図り、生徒

が自らの判断で責任をも

って活用できる力を身に

付けてほしい。 

・生徒もさることながら、

先生方も新しい指導法に

チャレンジしなくてはな

らない状況と思う。先生方

にも頑張ってほしい。 

・コロナの影響か、保護者

の評価が低い。 

Ⅳ 体育・健康教育につい

て 

・体力向上、健康の促

進に向けた取組について  

保護者 78.3％ 

生 徒 89.6％ 

教 員 79.5％ 

 

◎今年は運動会・区連体な

ど行事が中止になり、絶対

数も減り評価が下がった。 

●取組が減ることで生徒

のストレスが増えたりす

るなど、学校生活にも影響

することを痛感した。今後

より一層健康・体力促進に

向けて工夫を重ねていく。 

・授業中の運動量を確保す

るため、3 分間走・筋トレ・

肩甲骨柔軟など授業の初め

に帯で取り組む。 

・体育理論・保健などで「運

動と健康」の関係性を伝え

ていく。 

・「給食だより」等で食育の

充実を図る。 

・運動会や区連体などが

中止になり、残念だった。 

新しいアイディアを生み

出す好機と捉えて、健康維

持・向上に努めてほしい。 

・助産師を講師に招いて

の「いのちの授業」は思春

期の生徒たちにとって大

切な学習の機会である。 

Ⅴ 特別活動について 

・学校行事の充実、異学年

交流活動、部活動の活性

化などについて 

 

保護者 73.6％ 

生 徒 90.5％ 

◎昨年度同様、特別活動

（学校行事、生徒会活動、

部活動）が充実していると

感じている生徒の割合が

高い。 

●保護者、地域、教職員に

よる肯定的な評価が減少

・中止、または規模を縮小す

る活動の代替となる活動に

関し、その趣旨や内容を丁

寧に説明していく。生徒は

もちろん、保護者や地域に

もそれが伝わるよう、説明

の機会を多くもつ。 

・運動会や合唱コンクー

ルなど大きな行事ができ

ない状態が今後も続くこ

とが予想される。全校生徒

が一斉に集まるのは難し

いので、学年単位でできる

行事を工夫してほしい。 



地 域 77.8％ 

教 員 66.7％ 

した。今年度は中止した

り、規模を縮小したりする

活動が多かったことが原

因の一つと考えられる。 

生徒だけでなく、保護者や

地域に対しても、一層丁寧

に説明をしていく。 

・部活動は生徒が楽しみ

にしているものである。無

理のない範囲で充実させ

てほしい。 

Ⅵ 学校生活全般について 

＜生活指導＞ 

・生活規律の徹底、いじめ

や不登校の現状と対応、

教員の関わり方、 

特別支援教育への取組

などについて 

保護者 89.4％ 

生 徒 94.8％ 

地 域 61.5％ 

教 員 94.9％ 

◎「教職員は、誠実に子ど

もや保護者に接している」

に対する保護者の肯定的

な評価が昨年度と比較し

て 4.2ポイント増加した。

生徒の肯定的な評価も 2.1

ポイント増加した。 

●反対に、地域の方からの

肯定的な評価が昨年度と

比較して 22.5 ポイント減

少した。 

・生徒や保護者はもちろん、

地域にも学校の取組が伝わ

るよう、説明の機会を多く

もつ。 

・不登校生徒に対して、定期

的に家庭連絡を入れる、配

布物を渡すなど、つながり

が切れないように連絡を密

にする。 

地域に対しても、一層丁寧

に説明をしていく。 

・登下校の様子を見てい

るが、落ち着いた学校生活

を送っている様子がうか

がえる。 

・いじめや不登校に対し

て引き続き早期発見、早期

解決に努めてほしい。 

・Ｅ組の生徒たちとの交

流はお互いを思いやる貴

重な場になっているよう

に思われる。 

＜防災教育・安全指導＞  

・事故や災害に関する安

全教育や情報モラル教

育の充実、安全管理など

について 

 

保護者 80.4％ 

生 徒 94.0％ 

教 員 92.3％ 

◎昨年度同様、防災教育・

安全教育が充実している

と感じている生徒の割合

が高い。 

●昨年度と比較し、保護者

による肯定的な評価が 5.3

ポイント減少した。コロナ

禍のため避難訓練を行う

回数が少なかったことが

原因の一つと考えられる。 

・中止した避難訓練の代替

となる学習に関し、その趣

旨や内容を丁寧に説明して

いく。生徒はもちろん、保護

者や地域にもそれが伝わる 

・一人一台情報端末を貸与

するにあたり、生徒だけで

なく、保護者にも情報モラ

ルについての意識を高めて

もらう。 

・コロナ禍であるが、避難

訓練を計画的に実施して

いる様子がうかがえる。災

害時、中学生は戦力となる

ことを意識してほしい。地

域との連携を密にしたい。 

・情報モラルや視力低下

の問題は家庭の協力がな

いと難しい。課題を共有し

ながら情報端末の活用を

図ってほしい。 

＜幼・保・小・中連携＞  

・中学校や同じ中学校区

の小学校との連携につ

いて 

 

保護者 76.4％ 

教 員 79.5％ 

◎「いじめ問題を考えるめ

ぐろ子ども会議」において

小学 6 年生と中学 2 年生

の児童・生徒全員が小グル

ープに分かれての話し合

いを行った。その際の事前

交流会などを工夫し、より

効果的な話し合いが進め

られた。 

●今年度は小中の教員が

お互いの授業を見合う研

修や、小学生の部活動体験

ができないなど、例年でき

ていた活動が十分にでき

なかったことが評価を下

げた原因と思われる。 

・今年度は、交流や活動に大

きな制限があったため、で

きる範囲での活動になった

が、今後も工夫し良い教育

活動につながるよう、小・中

連携を図っていきたい。 

・「いじめ問題を考えるめぐ

ろ子ども会議」は軌道に乗

ってきた反面、ややマンネ

リ化したところも感じられ

るのでより良いものにする

ために工夫・改善を図って

いく。 

・ここ数年、大岡山小との

連携が進んでいるのを感

じる。保護者にももっとア

ピールしてみてはどうか。 

・「いじめ問題を考えるめ

ぐろ子ども会議」はいじめ

をなくす上でとても意義

のある取組だと思う。工

夫・改善をしてさらに充実

させていってほしい。 

・小中連携はとても大事

だと思う。今後も工夫して

継続してほしい。 

・楽しいはずの学校生活

がコロナ禍で制限され、残

念だった。 



Ⅶ 情報の発信、家庭・地

域との連携について 

・学校の情報発信や地域

人材の活用、保護者の協

力状況、PTA 活動の充

実などについて 

 

保護者 82.5％ 

地 域 74.1％ 

◎家庭への教育活動の発

信はたよりを始め、ホーム

ページの更新、見守りメー

ルなど、様々なツールを活

用しこの状況下だからこ

そ、一層の情報発信に努め

た。 

●一方で PTA 活動は自粛

のためかなり縮小しての

活動であった。また、保護

者の方に関わっていただ

くこともできない状況だ

ったため評価が下がって

しまったと考える。 

・来年度も信頼される学校

を目指し、様々な機会を利

用し学校全体で情報発信に

努める。 

・学校だよりや学年だより

等において、学校の様子や

生徒の諸活動を伝えたい。 

・ホームページや見守りメ

ールなど電子媒体の可能性

を模索し保護者や地域との

一層の連携を深めたい。 

 

 

・学校だより、ホームペー

ジなどで学校の様子がよ

く分かる。ホームページを

さらに活用してみたらど

うか。 

・今年度は地域行事がほ

とんどなくなり、生徒の活

躍の場がなく残念であっ

た。児童館には、生徒の作

品を展示するスペースも

あるので、活用してほし

い。地域の連携にもつなが

るものと思われる。 

Ⅷ 教員の人材育成につ

いて 

・日常の職務をとおして

専門性と協働性の育成、

教育公務員の自覚につ

いて 

 

教員 84.6％ 

◎緊急時の対応など協力

して様々な問題に対応す

ることができた。 

●コロナ禍で多忙を極め

る中、来年度へ向けた新学

習指導要領などの研修が

十分だったとはいえず、教

員間でも不安を感じるも

のが多い結果ではないか。 

・チームとしてともに教育

活動に当たれるよう、報連

相を心がけ、校内での OJT

を充実させる。 

・新学習指導要領の「主体

的・対話的で深い学び」を意

識し、各々の教員が授業の

充実に努め､常に授業改善

に努める。 

・情報端末が導入され、ＩＣ

Ｔ機器を使った授業を誰も

が展開できるようにする。 

・先生方が忙しい中、新型

コロナウイルス感染防止

のために苦労されている

様子がうかがえた。今後も

工夫して教育活動に取り

組んでほしい。 

・情報端末を活用するこ

とで仕事の効率化を図っ

てほしい。 

・先生方に対する要求が

厳しくなっている気がす

る。チーム八中で様々な困

難を乗り越えてください。 

Ⅸ 教員の働き方改革に

ついて 

・校務支援システムの活

用、「チーム学校」を意

識した業務分担等、組織

的な業務の効率化・最適

化について 

 

教員 74.4％ 

◎コロナ対応で､様々な職

務が重なる中、業務を見直

し、様々なツールを活用し

効率化を図ることができ

た。 

●一部、業務の偏りが発生

し、負担が増えた場面もあ

るため、チームとして連携

を深める必要もある。 

・今後も業務について見直

しを進め、C4th 等、新しい

ツールも活用方法を模索し

ていく。 

・業務の偏りについては、学

校全体では見えづらい部分

もあるので、分掌や学年、教

科内等、小グループ内での

見直しを中心に進めてい

く。 

・管理職の監督の下、特定の

人に業務が偏らないように

配慮する。 

・働き方に対する、先生方

の意識も変えていく必要

があるのではないか。 

・保護者も何でも学校に

持ち込むのではなく、家庭

でのしつけや基本的な生

活習慣についてしっかり

子どもに指導することが

必要ではないか。 

・教員の働き方改革を進

める上で、保護者の理解や

協力が必要だと思う。 

・教員の評価が低いのが

気になる。 

 


